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「⾃らの命は⾃らが守る」
…⽬指す社会として、「住⺠が『⾃らの命は
⾃らが守る』意識を持って⾃らの判断で避難
⾏動をとり、⾏政はそれを全⼒で⽀援すると
いう住⺠主体の取り組み強化による防災意識
の⾼い社会を構築する必要性…

避難情報に関するガイドライン（2021年5⽉改定）
はじめに

…これら豪⾬においても、…また⾼齢者等の
被災が多く、いまだ住⺠の「⾃らの命は⾃ら
が守る」意識が⼗分であるとは⾔えず…
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新たな避難情報に関するチラシ（2021年 内閣府ホームページ）



• あなたは「⾃分の命を⾃分で守れる」か︖
• あなたの家族は「⾃分の命を⾃分で守れる」⼈か︖
• 「⾃分の命を⾃分で守れる」⼈はどこにいるか︖

• 私の答え「そんな⼈はどこにもいない」
• より正確には、以前の答え「少なくとも私は⾃分の命を⾃分で守れる
し、多くの⼈もそう。しかし、世の中には⾃分のことを⾃分で守れな
い⼈もいるので、そういう⽅のことを私たちは考えねばならない」

• しかし、ケア経験を経た私は「あらゆる⼈は⾃分だけでは⾃分を守れ
ない存在」だと主張したい。

• We are all vulnerable, cannot survive without care from 
others, no exception.

• 特権的無責任（privileged irresponsibility）

「⾃らの命を⾃ら守れる」⼈はどこにいるか︖
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ケアの概念（J.トロント）
わたしたちがこの世界で、できる限り善く⽣きるために、
この世界を維持し、継続させ、修復するためになす、すべ
ての活動」あるいは「ひとが⼈間社会でひととして⽣きる
ために必要な、他者からの応答全般

ケアされている＜わたし＞の⽇常
「雪国であれば朝早くから除雪⾞が道路を整備してくれ，
公共交通機関では駅の構内から⾞両に⾄るまで，わたした
ちを不快にさせないよう，そしてなにより安全のために，
多くのひとが整備に携わっている」

（岡野⼋代「ケアの倫理」）

ケア︓⾃⼒では⽣存できない⼈間の本質
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• いずれもコロナ禍以降に出版（or増補版出版）
• 研究成果の蓄積と時代背景が合致した
• いずれもフェミニズム研究の流れを汲む
（ケア労働には主に⼥性が従事していたから）

ケアの倫理
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ケアの倫理に関するキーワード
• 現代は「ケアのない」あるい
は「ケアを軽視した」社会
• ⾃⽴した強い個を是とする
• ⾃⼰責任の原理
• 個⼈の意思を尊重し介⼊しない

• ケアに満ちたオルタナティブ
• 相互依存的な⼈間がケアによっ
て関係性をつくる

• ⼈間には誰しも互いにケア（気
にかける・応答する）する責任
がある

• ケアには相反する感情が伴う
• ⼈間の脆さに直⾯することは、
やりがいがあると同時に極度の
疲労も伴う

• すべてへのケアを同時に成⽴さ
せることは不可能

• 時間感覚の相違
• カイロス的（⾝体を伴って経験
する主観的時間。無数の⼩さな
できごとの積み重ね）時間がク
ロノス的（計測される、客観的
な、連続的進⾏）に先⾏する

• ケアは実践を伴う
• 実践によって他者を思いやり、
やり過ごし、⾒捨てない能⼒を
育てる

6



「⾏動する個⼈（⾃律的避難者）」
＋「情報弱者」を念頭に置いた施策

国⼟交通省ホームページ
住⺠⾃らの⾏動に結びつく⽔害・⼟砂災害ハザード・リスク情報共有プロジェクト
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マイ・タイムライン／
デジタル・マイ・タイムライン

• 防災情報を「知る」ことから始
まり、避難⾏動に向けた課題に
「気づく」ことを促し、どのよ
うに⾏動するかを「考える」場
⾯を創出…

• クロノス的時間による制御
＝ケア責任を負う⼈の⽇常は「マ
イ」のタイミングで決められない
• 誰もがマイ・タイムラインを持
てば、避難⾏動は合理的に⾏わ
れるか。
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「⾃らの命は⾃らが守る」再考
⽅針転換の経緯

• ⾏政から住⺠を主役とする
ための取り組みへと転換す
るという⽅針になった（阪
本, 2025）

• つまり、防災は従来の「⾏
政サービス」から「⾏政サ
ポート」へと変わったこと
を意味する（⽚⽥, 2020）

⾏政依存が著しい⼀般国⺠
に対し、主体的に考えて防
災⾏動を取るように転換を
迫る

ケア（脆弱性の前提）の⽋落

• この議論の中に含まれる
「⾃ら」に「脆弱たる私た
ち」は含まれているか︖

「⾃らの命を⾃らのみで守
れる⼈は誰⼀⼈としていな
い」を前提としたときの避
難施策とは︖

9

阪本真由美︓地域が主役の⾃治体災害対策 , 学芸出版社, 2025. 
⽚⽥敏孝︓⼈に寄り添う防災. 集英社, 2020. 



ケア研究からの知⾒
ケアに満ちたコミュニティの核

• 相互⽀援
• ケア提供と受け取りができる
• 継続するためには構造的な⽀
援が必要

• 公的な空間
• 誰の所有でもなく、共同で維
持される空間の価値を尊重

• 共有された資源
• 物ばかりでなく情報も

• ローカルな⺠主主義
• インソーシング

例えばこんな避難施策はどうか

• 最もケアが必要な⼈がニーズを決
める

• 避難における，⼈と⼈どうしの関
係性により強い関⼼を向ける

具体的には
• 避難所となる場所を普段から育て
ておく

• 地域がLINEでつながっておく
• ⾃分たちの地域で⼩さな実践を⾏
う

10



避難意思を問う設問

Visual Analogue Scale（VAS）
による避難意思の計測
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Stay at home Evacuate

Stay at home Evacuate

Drag the bar to 30

Visual Analogue Scaleによる避難意思の計測

豪⾬時，お住まいの市町村から届いた以
下の公式メッセージを⾒た場合あなたは
どれぐらい避難をしようとしますか︖
0（家にとどまる）〜100（避難する）で
お答えください。（左図）

豪⾬時，お住まいの町内会のLINEグ
ループで周りの住⺠が避難について話
しているのをみた場合あなたはどれぐ
らい避難をしようとしますか︖
0（家にとどまる）〜100（避難する）
でお答えください。（右図）

上記のメッセージを⾒た際の避難意思
をスライドバーを動かし，
0（家にとどまる）〜100（避難する）
で計測した
中村僚, 松⽥曜⼦, 佐野可⼨志, ⾼橋貴⽣: メッセージアプリ上の
住⺠どうしの会話が避難意思にもたらす効果の分析,
⼟⽊学会論⽂集・特集号（⼟⽊計画学）, 80(20), 2024.
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⾬雲レーダー
画像

⽔位グラフ河川カメラ
画像

住⺠会話避難指⽰避難
意思

33.352.156.153.141.5Mean

30.051.060.051.039.5Median

27.030.731.829.230.7SD

600600600400400n

平均値の⽐較

Visual Analogue Scaleによる避難意思の計測

河川カメラ画像 ⽔位グラフ ⾬雲レーダー画像住⺠会話避難指⽰

・河川カメラの56.1が最も⾼い
・住⺠会話が53.1と避難意思を⾼める⽅向に寄与
・⾬雲レーダーに関しては33.3と避難意思を⾼めるのに最も寄与していない



ケアとしての「⼟⽊」に向けて
⼈間の脆弱性の前提

• ⼈間は他者からのケア
（配慮・待遇）なしには
⽣存不可能
• ケアやケア労働が尊重さ
れる社会
• より脆弱な存在の声を技
術に反映することが技術
の発展につながる
(Bellacasa, 2011)

ケアの倫理における責任

• 國分による３つの責任
• Respons-ibility
• 帰責性
• ⾃⼰責任

• 誰かが誰かに応答する
→⾃分ごと（orわれわれごとby宮本）

• あらゆる⼈のニーズが満
たされることを⽬指す
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北欧、暮らしの道具店
https://hokuohkurashi.com/note/36005868

Puig de la Bellacasa, M.: Matters of care in 
technoscience: Assembling neglected things. Social
Studies of Science ，41(1)，85–106，2011．


